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わだいら
　     平成 27年
 11/8（日）

大岡全十区をフィールドに歩きながら
考える『集楽学校』。第五回目は和平。

テーマに、今年と来年で大岡を北
から順に探訪していきます。各区を
めぐりながら、地元の方からの説明
や宮下先生の解説を交え、先人の

声に耳を澄ませ、
地域に伝えられた
文化を掘り起こし
明日の「集楽」を
皆で共に考えます。
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大田和   古民家を訪ねて
和平   分校跡と古資料拝見
　

＊昼食 ●和平地区センター
和平の方による協力

梶平  秋深まる集落風景

●和平地区センター

　スライドで集落探訪

　講師のお話・座談
女蔵里ほか

和平地区センター
津島社参拝

仏風古土蔵を訪ねて、集落散策
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ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
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漬柿の名人
ベストセラーの漬物本で
紹介された
幻の漬物。
霧のかかる場所だと特に美味しいと言われる柿。干し柿は現在
でも一般に作られる身近なものですが、大岡ならではの味に「柿
の漬物」があります。信濃毎日新聞社刊行のベストセラー『横
山タカ子著•作って楽しむ信州の漬け物』で梶平の小林敏さんが
漬け方を紹介。温度条件や柿の状態で変化しやすい漬物で、 
商品化はできず、あまり知られていないのかもしれません。早め
に収穫したハチヤガキを３％の塩水に漬け、正月に食べます。本に紹介されている大岡の漬柿。

２

1静
か
な
隠
れ
里
の
趣
、

眼
前
に
水
田
風
景
一
望
。

◎
梶
平
地
区
は
大
田
和
か
ら
北
西
方
へ
、
樋
ノ
口

沢
と
犀
川
に
沿
っ
て
延
び
る
細
長
い
峰
を
入
っ
た

標
高
５
７
０ｍ
の
集
落
。
現
在
居
住
は
３
軒
で
す
。

◎
集
落
入
口
に
は
道
祖
神
・
二
十
三
夜
塔
。
珍
し

い
円
形
の
道
祖
神
は
縁
に
木
枠
用
の
溝
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
石
は
元
々
「
楮
（
こ
う
ぞ
）
た
た
き
台

で
電
動
モ
ー
タ
ー
の
時
代
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
そ

う
で
す
。
一
説
に
よ
る
と
旧
道
祖
神
は
、
他
の
集

落 

へ
「
嫁
入
り
し
た
（
盗
ま
れ
た
）」
の
だ
と
か
。

こ
の
「
道
祖
神
盗
み
」
の
風
習
は
、
古
く
か
ら
安

曇
野
地
方
や
大
岡
各
集
落
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

境
界
か
ら
富
を
も
た
ら
す
道
祖
神
に
、
地
区
活
性

化
の
願
い
を
託
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

梶
平
集
落
を
訪
ね
て

  

か
じ 

だ
い
ら

◎
集
落
に
入
る
と
聖
山
の
清
流
、
樋
ノ
口
沢
か
ら

取
水
し
た
堰
の
水
音
が
豊
か
に
聴
こ
え
て
き
ま

す
。
こ
の「
峰
堰
」（
梶
平
水
路
）に
は
イ
ワ
ナ
が
入
っ

て
く
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。
３
割
は
下
流
に
分
水

さ
れ
て
い
ま
す
。

◎
家
の
周
囲
に
実
の
な
る
木
が
植
え
ら
れ
、
夏
に

は
田
の
端
に
、
盆
棚
に
水
を
手
向
け
る
「
ミ
ソ
ハ

ギ
（
禊
萩
）」
が
た
く
さ
ん
咲
き
ま
す
。

「道祖神盗み」の風習の足跡、現在の
  梶平地区道祖神。右は二十三夜塔。

集落の前に広がる田の風景。先は犀川対岸の山 の々峰が重なる独特の空間。峰 が々
諏訪社の紋章「梶の葉」のようにも見える。右手は樋ノ口沢の谷で「梨木」地区の
熊野社のこんもりした杜が見える。昔は谷を越えて往来する道がよく使われていた。

ミソハギの花（夏）

晩秋まで色あせない
で残る紫陽花。（杉田久女の俳句より）

お盆の水向け花。
谺して 山ほととぎす ほしいまま

　　紫陽花に 秋冷いたる 信濃かな

大岡でも食べたことの無い人も
多い。透き通った美しい色合い、
塩味がほんのり効いた独特な甘
みと食感は子供も大人も大好
き。お酒の酔い覚ましにもなる。



２
　

大
田
和 

集
落
を
訪
ね
て

お
お
た
わ

火
事
に
備
え
る

谷
沿
い
に
開
け
る
視
界

犀
川
上
流
風
景
一
望
。

◎
大
田
和
地
区
は
市
道
児
玉
橋
線
の
上
下
に
あ
る

集
落
、
上
方
頂
上
の
「
淀
峰
」
は
標
高
７
３
５ｍ
。

傾
斜
が
谷
間
を
包
む
よ
う
に
カ
ー
ブ
し
そ
こ
に
人

家
が
点
在
し
て
い
ま
す
。
現
在
居
住
は
６
軒
。
こ

こ
で
は
奥
行
き
あ
る
雲
の
湧
く
渓
谷
風
景
が
日
常

の
景
色
で
す
。

◎
市
道
か
ら
上
方
に
入
っ
た
集
落
の
境
界
、
松
の
木

の
根
元
に
道
祖
神
。
近
く
に
巡
拝
供
養
塔
や
馬
頭

観
音
も
あ
り
ま
す
。
地
区
分
け
は
西
大
田
和
、
東

大
田
和
、
下
大
田
和
で
、
こ
の
地
区
の
水
道
は
宮

平
か
ら
引
い
て
い
ま
す
。
な
お
、「
梶
平
」
は
昔
か

ら
大
田
和
と
は
「
兄
弟
村
」と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

犀
川
沿
い
に
裾
を
重
ね
る

峰
々
か
ら
雲
が
湧
く
。

３

貴重な茅葺き屋根の家。

地元用材と土ですべての建築は賄えた。

　ソウマさま
杣職の道具

明
治
以
後
は
一
般
に
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
造
作
だ
が
、
江

戸
時
代
ま
で
は
細
か
く
規
制
さ
れ
て
い
た
。
和
平
組
で
は
、
天

明
七
年
（
一
七
八
七
）
に
「
門
屋
」
と
い
う
居
住
記
載
が
残
る
。

元
来
、
家
臣
の
住
居
で
あ
っ
た
武
家
門
（
長
屋
門
）
で
、
現

在
は
農
業
納
屋
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
近
隣
で
は
、
会
田

宿
や
松
本
・
安
曇
野
地
方
に
そ
の
様
式
が
残
っ
て
い
る
。
な
お
、

火
事
を
出
し
た
家
は
長
屋
が
作
れ
な
い
と
い
う
掟
も
あ
っ
た
。

大
田
和

梶
平

女
蔵
里

かつて山道で欠かせない運搬具だった「しょいこ：
背負子」、その重要な「相棒」だったのが「ねづよ」。

◎ショイコ＆ネズヨ
◎
長
屋
門
の
家

そましょく

◎

梶平のニツ木家（屋号：向屋敷）に木挽き鋸、鉞な
どのソウマ（杣職）道具が残っている。樺太（王子製紙）
でも仕事をした祖父は「ソウマさま」と呼ばれた。また、
相撲角力「月夜川政治」の名もあった。製材までを
担当し、庭先で板を引いた。昭和 34 年 74 歳で逝
去の際は自分で作っておいた棺桶があったという。
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３
わ 

　
　
　ら
い
だ

７５m先の入口が
かすかに見える。

枝桂山常蓮寺

大人が腰をかがめてやっと通れるぐらいの広さ。
入口はコンクリート、内部は岩盤壁。

明治元年に
真田家の菩提寺、
松代長国寺から
僧が復興に入る。

明治５年の寺院一覧に、常蓮寺は「天正１１年（１５８３）に窪田
監物が源信繁菩提のため宮平天宗寺二世を開山として創建」と
記されています。「源信繁」は武田左馬頭源信繁（武田次郎＝
武田典厩信繁＝信玄の弟）の名と通じますから、窪田氏は武田
氏元家臣だったのかもしれません。江戸時代には檀家もなく廃れ
ていたと思われるこの寺は、明治の廃藩後すぐ、真田家の菩提寺
長国寺から僧が来て中興しています。現在は無住ですが、近年ま
で住職もいて、復興後も盛んに寺を興した気配が残っています。

　

平
和

て
ね
訪
を
落
集

  

た
し
と
々
広
に
敷
座
奥

。
落
集
た
し
配
を
畑
田

が
道
、
り
登
を
道
市
ら
か
橋
玉
児
は
区
地
平
和
◎

。
落
集
の
り
辺
る
す
曲
屈
く
き
大
へ
面
方
和
田
大

常
に
い
沿
道
、
び
呼
と
」
窪
「
は
下
」
峰
「
は
上

に
丘
段
岸
河
る
す
接
に
川
犀
。
す
ま
り
あ
が
寺
蓮

平
和
「
田
水
た
し
用
利
を
路
水
と
れ
流
の
沢
鳴
は

。
す
ま
い
か
向
へ
落
集
田
町
は
道
り
が
広
が
」
沖

す
で
軒
２
は
住
居
在
現
。
ｍ３
４
５
高
標

。

隅
一
の
い
沿
線
橋
玉
児
道
市
る
通
を
中
の
落
集
◎

集
が
ど
な
夜
三
十
二
・
神
祖
道
・
音
観
安
子
、
に

す
ま
い
て
れ
ら
祀
れ
ら
め

。

市道沿いに道行く人 を々見守る和平の子安観音。道の造成
で周囲の道祖神・庚申塔・二十三夜塔等も集まっている。

和平集落の峰先に広がる田畑の風景。正面には対岸の山が
どっしり富士のよう、稜線も美しく坐している。地名由来かは
わからないが、田園正面の道から見ると、ちょうど後方の大
姥山と山頂が重なり合って（和合して）いる。日本の山岳信
仰には富士の「不二」にみるように和合の思想が基礎にある。

常蓮寺境内の地蔵菩薩は、両脇時に童
子と一緒のユニークな三尊像。「元禄七
歳戌（１694）奉造立久保田氏内方□□」
の銘があり、　　　　　 ほかにも同年建立の石灯籠
がある。大きな地蔵
菩薩像や地蔵菩
薩本尊は松代真
田家縁の寺にも
多く、真田家紋
六文銭も地蔵尊と
の縁が深い。

梵鐘に天宗寺・清水寺・
江戸時代の人名と思わ
れる名が多く見える。

常蓮寺の地蔵菩薩

な地蔵
蔵菩
代真
にも
家紋
蔵尊と

梵鐘に
江戸時
れるるるるるるる名

４

両脇時に童
。「元禄七
氏内方□□」
の石灯籠

菩薩

梵
江
れ

　

沖
平
和

の

道
隨

う
ど
い
ず

　
　き
お
ら
い
だ
わ

和
「
の
源
水
が
水
湧
の
聖
小
、
は
田
の
沖
平
和
◎

あ
の
社
神
穂
水
豊
、
中
途
。
水
引
ら
か
」
路
水
平

ト
（
道
隨
水
用
の
一
唯
岡
大、
に
め
た
す
越
を
峰
る

の
そ
。
た
し
ま
れ
ら
掘
に
前
年
十
八
が
）
ル
ネ
ン

。
す
ま
い
て
い
響
が
音
水
な
か
豊
ら



５

社
神
穂
水
豊

幕
納
奉
の
銭
文
六

文
六
田
真
は

銭！
昭和57年に奉納された
奉納式幕。白地にくっ
きりと六文銭が引き立つ。社寺に奉納される幕は家紋や寄進縁者の紋が多く、
いつからかは伝わっていないが、この神社ではかつて松代藩や真田家からな
んらかの寄進があり、氏子も誇りとして六文銭を掲げてきた可能性がありそうだ。

神社本殿破風、
優美な装飾がみられる。

や
笛

チ
バ
の
鼓
太

 

倶楽部の壁に各
神社担当役員札。

　

森
津

 

社
神
穂
水
豊

明るい峰がそのまま参道、
広い境内には土俵も残る。

「

幽
静
頂
山

。
地
の
」

。
神
土
産
平
和
の
上
峰

に
上
頂
は
で
区
地
平
和
る
な
連
も
つ
く
い
が
峰
◎

誉
「
神
祭
御
、
は
に
上
頂
の
峰
る
あ
に
東
の
沖
平
和

す
ま
り
あ
が
社
神
穂
水
豊
る
祀
を
」
命
別
田

 

。静
頂
山
「
は
に
表
覧
一
社
神
岡
大
の
年
四
十
治
明

言
の
そ
も
在
現
、
り
あ
が
き
書
え
添
と
」
地
の
幽

。
す
ま
い
て
せ
見
を
い
ま
佇
の
社
神
い
し
わ
さ
ふ
に
葉

す
合
統
を
社
神
な
さ
小
の
囲
周
、
止
禁
は
淆
混
の

さ
と
」
社
村
「
の
村
平
和
り
あ
が
針
方
の
府
政
る

」
神
祭
「
の
も
つ
く
い
は
に
部
内
殿
本
。
た
し
ま
れ

。
す
ま
い
て
れ
さ
祀
合
れ
ら
め
集
が

蔵
地
六

）
和
田
大
（

　

和
田
大

 

社
神
峯
古

寺社に古札を納めるのは、単に古くなったものの処分に困るから持って行く、
というわけではない。その昔名前等を書いた木の板を柱等に打ち付けて願掛
けをしたことからそう「札」と呼ばれる。江戸時代には木のお札は姿を消し「紙
の札（千社札・せんじゃふだ）」へと変化していった。

木のおふだ
おふだを納めに参ります♪

」
部
楽
倶
平
梶
・
和
田
大
「
る
あ
に
区
地
和
田
大
◎

。
す
ま
い
て
れ
ら
祀
が
社
神
峰
古
は
に
内
物
建
の

は
て
つ
か
、
り
あ
が
竿
の
旗
幟
な
き
大
は
に
囲
周

落
集
、
た
ま
。
た
し
ま
い
て
し
を
礼
祭
に
か
や
賑

栃木県鹿沼市「古峯神社」から
お札が届いていた。火防の神とし
て知られている。

二体づつ光背に入っている六地蔵。
　　　　　　　　　　

拝殿の中に鎮座する本殿。
傍らに小さなお社がいくつか見える。

　和平地区発行の風俗史
『　　和平地区の年中行事』より
　　　　　　　　　　　　　　（抜粋）

 　祭りでは、神主、村長、氏子
総代、各集落の若衆頭（祭典係）、
楽隊、神楽、参列者の順で並び、
和平組は当所ということで最後尾に
位置して練り込みをしていた。この順
序については毎年申し合わせで決
められていた。決定までに時間がか
かり、ある時点からくじ引きで決めるこ
とになったという経緯があった。　氏
子総代の身支度は、羽織、袴。
夜祭には氏子総代と祭典係は、係
名と黒と赤の二本の横線が上の方
に入った提灯、各氏子は前面に太
字で部落名、裏側に小さく屋号また
は氏の入った提灯を持って祭列に加
わった。春・秋祭には、家内安全、
五穀豊穣、無病息災を祈願し、神
楽、獅子舞、音楽隊、宝舟、相撲、
芝居等を奉納した。露天商も七・
八店が軒を並べ、氏子はもとより、
近隣、近在からも大勢の人が集まり、
賑やかであった。現在は、和平、
大田和、梶平、仏風、椚木、萱刈場、
女蔵里、町田、下大岡の氏子に
護られている。

二体
　

塔
礼
巡

）
和
田
大
（

が
吉
終
田
堀
」
め
た
の
安
平
養
孝
の
母
父
「

。
立
建
に
）
六
〇
八
一
（
年
三
化
文



和
平
分
教
場
開
設
の
頃
。
開
校
式
の
た
め
に
オ
リ
ジ
ナ
ル

ソ
ン
グ
が
作
ら
れ
た
。歌
詞
が
民
俗
資
料
館
に
残ってい
る
。

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

６

３
　

和
平
分
校
跡

  「
和
平
ふ
る
さ
と
館
」
を

訪
ね
て
。

◎
和
平
分
校
は
大
正
元
年
開
設
の
分
教
場
を
前
身

と
し
、
昭
和
二
十
二
年
、
大
岡
小
学
校
の
分
校
と

し
て
北
小
松
尾
・
笹
久
・
根
越
の
各
分
校
と
と
も

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
昭
和
三
十
二
年
の
児
童

数
三
十
八
人
、
先
生
は
一
人
で
同
じ
時
間
に
１
・

２
年
が
読
本
（
国
語
）、
３
・
４
年
が
算
術
（
算
数
）

の
授
業
で
し
た
。
昭
和
四
十
一
年
本
校
に
統
合
さ

れ
閉
校
。
分
校
跡
地
は
「
和
平
ふ
る
さ
と
館
」
と

な
り
、
現
在
に
至
り
ま
す
。

地区の共有資料
（土地関連など）

日本において土地の所有権が確立した
のは明治維新後でした。和平ふるさと館
には当時の土地資料と思われる明治 21
年町村制公布までの資料がたくさん保
存されています。また、明治 11 年頃の
役場は「大岡村扱所」でしたが、その
仮役所は、和平常蓮寺を借用していた
といいます。

中
・「
出
則
行
其
政 

居
則
思
其
道
」

漢
魏
叢
書「
忠
經
」　

※
前
後
の
詩
を
加
え

公
家
之
利
，知
無
不
言
。 

出
則
行
其
政
。 

既
在
其
位
，職
思
其
憂
。 

居
則
思
其
道
。 

益
國
之
道
。 

動
則
有
儀
。

左
・「
立
美
老
松
志
亦
行
」※
仮
読
み

幕
末
三
州
の
書

和
平
ふ
る
さ
と
館
の
床
の
間
に
は
古
い
獅
子

頭
と
、近
年
に
三
つ
の
書
を
連
ね
て
表
装
し

た「
幕
末
三
州
」山
岡
鉄
舟
、勝
海
舟
、高
橋

泥
舟
の
書
と
さ
れ
る
軸
が
あ
り
ま
す
。由
来

経
緯
は
詳
し
く
は
伝
わってい
ま
せ
ん
。

右
・「
桐
葉
風
涼
欲
夜
天
」白
居
易

和
漢
朗
詠
集
巻
上
秋「
早
秋
」　

と
う
え
ふ
う 

す
ず　

よ
る　
　
　
　

ほっ　
　

て
ん

桐
葉
風
に
涼
し 

夜
な
ら
ん
と
欲
す
る
天

﹇
通
釈
﹈※

前
後
の
詩
を
加
え

槐（
え
ん
じ
ゅ
）の
花
が
雨
に

み
ず
み
ず
し
く
湿
る
、早
秋
の
地
。

桐
の
葉
が
風
に
踊
り
飛
ぶ
、

暮
れ
よ
う
と
す
る
空
の
下
。

終
日
、忙
し
い
仕
事
の一つ
も
無
く
、

白
髪
頭
の
老
秘
書
監
は
、

書
物
を
枕
に
し
て
昼
寝
す
る
。

「
荒
怠
相
誡
」

◎
掲
額
の
書
は
、お
そ
ら
く
元
分
教
場

か
ら
和
平
分
校
の
校
舎
に
引
き
継
い

で
掲
げ
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。花

形
秀
義
君
に
依
嘱
さ
れ
て「
梅
城
」と

い
う
方
が
書
し
た
と
記
さ
れ
ま
す
。

◎
花
形
秀
義
は
長
野
市
旧
役
場
文
書

中
の
意
見
書
に
そ
の
名
が
あ
り
、分
教

場
の
教
師
、あ
る
い
は
校
長
だ
っ
た
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

◎
岡
川
梅
城
は
、漢
学
を
北
村
義
山

や
宮
下
早
梅
ら
に
学
び
長
野
師
範
学

校
な
ど
で
子
弟
の
教
育
に
従
事
し
た

漢
学
者
・
漢
詩
人
。墨
跡
は
後
に『
梅

城
先
生
楷
書
千
字
文
抄
』と
し
て
新

井
大
正
堂
か
ら
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

◎「
荒
怠
相
誡
」は
天
皇
に
よ
る
国
民
へ
の
直
接
の
訴
え
と

い
う
形
で
明
治
四
十
一
年
文
部
省
が
発
布
し
た「
戊
申
詔
書

」に
あ
る
言
葉
で
、諸
国
間
の
友
好
、国
際
平
和
を
訴
え
る
内

容
で
始
ま
る
も
の
で
し
た
。

﹇
通
釈
﹈※

前
後
を
加
え

　

目
下
、人
類
社
会
は
、月
日
の
進
行
と
と
も
に
、東
西

の
世
界
が
互
いに
依
存
し
あ
い
、国
々
が
助
け
合
い
、そ
の
こ

と
に
よ
って
福
利
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
る
。国
交
を
結
び
、友
誼
を
あ
つ
く
し
、諸
外
国

と
共
に
永
く
そ
の
恩
恵
に
頼
っ
て
ゆ
こ
う
と
思
う
。振
り

返
っ
て
み
れ
ば
、今
日
の
東
西
融
和
の
流
れ
に
沿
っ
て
文
明

の
恵
み
を
受
け
る
こ
と
は
、国
内
の
発
展
の
た
め
に
も
不

可
欠
の
こ
と
だ
。

乱
暴
や
怠
慢
を

互
い
に
戒
め
よ
う

明治～
大正の日

本は、

和平の文
教所の雰

囲気は

こんな感
じだった

！



　

わ
が
国
は
戦
後
な
お
日
が
浅
く
、各
方
面
に
お
い
て
今

一
度
、緩
ん
だ
弦
を
張
り
な
お
す
よ
う
に
、姿
勢
を
糺
す

必
要
が
あ
る
。地
位
の
高
い
者
も
そ
う
で
な
い
者
も
心
を

ひ
と
つ
に
し
て
忠
実
に
仕
事
に
励
み
、節
約
し
て
生
計
を

整
え
、信
と
義
を
重
ん
じ
、人
情
に
厚
い
習
慣
を
つ
く
り
、

華
や
か
な
こ
と
を
退
け
て
実
質
あ
る
も
の
に
力
を
注
ぎ
、

乱
暴
や
怠
慢
を
互
いに
戒
め
、自
ら
す
す
ん
で
絶
え
ず
努

力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３７

一年間の行事から
神社の祭りの思い出なども
掲載している。

和
平
分
館
で

平
成
十
六
年
に

作
成
さ
れ
た

◎
ど
の
地
区
で
も
過
疎
化
が
す
す
む
大
岡
で
す
が
、和
平

地
区
で
特
筆
さ
れ
る
の
は
昔
か
ら
伝
承
さ
れ
て
い
る
行
事

の
こ
と
や
、地
域
の
こ
と
を
中
心
に
次
世
代
へ
託
す
伝
言

を
小
冊
子
に
ま
と
め
て
い
る
こ
と
で
す
。こ
れ
は
他
の
大
岡

地
区
に
は
み
ら
れ
な
い
も
の
で
、和
平
地
区
の
方
々
が
引
き

継
い
で
こ
ら
れ
た
先
見
性
の
気
風
が
現
れ
て
い
る
と
も
言

え
ま
す
。手
づ
く
り
の
ぬ
く
も
り
が
伝
わ
る
名
著
、今
回
の

資
料
に一
部
分
を
引
用
さ
せ
てい
た
だ
き
ま
し
た
。

『
和
平
地
区
の

　
　
年
中
行
事
』

　
       

津
嶋
神
社

つ
し
ま 

じ
ん
じ
ゃ

４
和
平
集
落

セ
ン
タ
ー

これがウワサの甘酒を仕込む大ダル。

    

村
の
中
央
か
ら
犀
川
へ
下
る
道
筋
に
は
尾
根
峰
が
連
な
り
、
こ
の
峰
々
は
聖
域
と
さ
れ
、
な
か

で
も
比
較
的
平
坦
な
淀
峰
に
は
中
程
に
津
島
神
社
、
西
側
に
鹿
島
神
社
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
明
治

後
期
の
神
社
合
祀
令
に
よ
り
、
宮
々
が
郷
社
・
村
社
に
合
祀
さ
れ
る
な
か
で
、
津
島
神
社
は
淀
峯

幣
下
と
い
わ
れ
、
女
蔵
里
、
梶
平
、
大
田
和
、
萱
刈
場
、
椚
木
、
仏
風
の
氏
子
に
護
ら
れ
て
、
春

秋
の
例
祭
が
行
わ
れ
て
き
た
。

　

春
の
例
祭
は
「
甘
酒
祭
」
と
い
わ
れ
、
当
番
の
集
落
で
甘
酒
を
つ
く
り
、
神
社
に
献
上
し
て
無

病
息
災
・
五
穀
豊
穣
を
祈
願
し
た
。
毎
年
四
月
に
入
る
と
、
大
田
和
、
萱
刈
場
、
仏
風
、
女
蔵
里
、

梶
平
の
総
代
が
集
ま
り
、
例
祭
日
と
（
甘
酒
の
）
練
り
込
み
時
間
、
当
年
の
白
米
を
集
め
る
量
、

集
め
る
日
時
等
を
決
め
た
。
昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
一
戸
当
た
り
五
合
、現
在（
平
成
十
六
年
現
在
）

は
三
合
で
あ
る
。
当
番
者
は
半
分
を
椛
と
し
て
、
当
番
集
落
の
女
性
が
共
同
で
甘
酒
を
造
る
。
こ

の
と
き
使
わ
れ
た
甘
酒
桶
は
、
上
部
の
径
が
尺
五
寸
（
四
十
七
セ
ン
チ
）、
下
部
が
尺
三
寸
（
四

十
セ
ン
チ
）、
深
さ
尺
六
寸
（
五
十
セ
ン
チ
）
で
、
三
斗
五
升
も
入
る
大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
。
祭

り
の
当
日
は
男
性
が
新
し
い
縄
と
担
ぎ
棒
を
用
意
し
て
、
当
番
宅
よ
り
甘
酒
桶
を
担
い
で
神
社
に

向
か
っ
た
。
例
祭
日
に
は
、
和
平
地
区
は
も
と
よ
り
、
他
地
区
か
ら
も
大
勢
の
人
が
集
り
賑
わ
っ
た
。

　

秋
は
夜
祭
が
行
わ
れ
、
神
前
は
も
ち
ろ
ん
社
前
に
も
、
ま
た
集
落
の
参
道
に
ま
で
灯
篭
の
灯
が

と
も
さ
れ
て
、
神
楽
囃
子
の
笛
・
太
鼓
の
響
き
と
共
に
揺
れ
動
く
御
輿
神
楽
の
提
灯
は
宵
闇
を
照

ら
し
て
、
勇
壮
な
光
景
が
展
開
し
た
。

　

参
列
す
る
人
々
の
持
つ
提
灯
に
は
、
筆
太
に
氏
子
総
代
と
か
祭
典
係
と
か
集
落
名
が
書
か
れ
て
い

た
。神
社
の
東
側
に
は
土
俵
も
残
さ
れ
て
い
て
、草
相
撲
の
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。ま
た
、

小
屋
掛
け
を
し
て
素
人
芝
居
や
踊
り
等
も
若
者
連
の
企
画
で
行
わ
れ
た
。

　

戦
後
の
昭
和
二
十
年
代
後
半
に
は
、
草
葺
き
屋
根
の
集
会
所
「
淀
峯
倶
楽
部
」
が
造
ら
れ
、

電
気
も
引
か
れ
た
。
映
画
会
も
幾
度
か
開
か
れ
、
旅
回
り
一
座
の
演
劇
の
照
明
に
も
使
わ
れ
た
が
、

そ
の
都
度
、
庭
は
いっ
ぱ
いの
観
客
で
あ
ふ
れ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
倶
楽
部
の
屋
根
も
瓦
に
ふ
き
か
え
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
津
島
神
社
と
旧
鹿
島
神
社
境

内
の
立
木
が
伐
採
さ
れ
た
。
老
朽
化
し
た
社
殿
も
取
り
壊
さ
れ
て
、
倶
楽
部
の
上
座
、
床
の
間
に

遷
宮
さ
れ
た
。
境
内
地
は
、
村
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
に
よ
り
整
備
さ
れ
、
平
ら
な
広
場
と
な
り
、
こ

こ
で
消
防
ポ
ン
プ
操
法
の
訓
練
も
行
わ
れ
た
り
し
た
の
で
消
防

広
場
と
も
い
わ
れ
た
。

　

昭
和
五
十
年
代
後
半
に
は
こ
の
淀
峯
倶
楽
部
も

取
り
壊
さ
れ
、
広
場
は
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
床
下
げ

を
し
て
山
の
峰
に
グ
ラ
ン
ド
の
出
現
を
見
た
。

そ
の
西
側
に
和
平
地
区
の
総
合
的
集
会
施
設
が

補
助
事
業
で
建
設
さ
れ
た
。
津
島
神
社
も
、

地
区
セ
ン
タ
ー
内
に
再
度
遷
座
さ
れ
た
。

　

な
お
、
昔
か
ら
、
春
の
例
祭
は
四
月
八
日
と

さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
祝
日
の
四
月
二
十
九
日
緑

の
日
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
秋
の
例
祭
は
九

月
二
十
七
日
夜
に
行
わ
れ
、
今
日
ま
で
続
い
て
い
る
。

　『和平地区の年中行事』より　（抜粋）

◎春の例祭日は現在４月２９日、秋は９月２７日。

も
う
一つ
の
山
頂
静
幽
の
峰
。

甘
酒
祭
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

◎
和
平
地
区
北
方
の
大
き

な
独
立
峰
の
頂
上
に
あ
る

お
社
は
昔
か
ら
地
区
の
心

の
拠
り
所
で
す
。
時
代
の

変
遷
で
現
在
は
地
区
セ
ン

タ
ー
の
建
物
が
拝
殿
と

な
っ
て
風
雨
か
ら
お
護
り

し
て
い
る
。
祭
神
は
素
戔

嗚
命
。
古
来
牛
馬
の
神
と

子
供
の
守
護
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

全国に約三千社もあるという津島神社の総本社

５



８

慶
し
い
け

師

精霊・無縁仏が寄り付き易いように左右の草を長く編み出すという。

お
ん
ひ
る
や
す
み
ど
こ
ろ

　

仏
風
集
落
を
訪
ね
て

５

四
季
の
彩
り
も
ゆ
た
か
。

峰
の
松
林
を
渡
る
風
　

谷
間
に
響
く
水
の
音
。

◎
仏
風
地
区
は
市
道
児
玉
橋
線
か
ら
入
っ
た
谷
間

に
あ
る
集
落
。
南
向
き
の
日
当
た
り
の
よ
い
斜
面

に
、
下
か
ら
吹
き
上
げ
る
川
風
を
避
け
る
よ
う
に
、

山
肌
に
民
家
が
肩
寄
せ
合
っ
て
建
っ
て
い
ま
す
。
現

在
居
住
は
２
軒
で
す
。

◎
集
落
の
入
口
に
道
祖
神
や
石
祠
群
が
あ
り
ま

す
。
集
落
対
面
の
峰
と
集
落
の
上
手
に
も
か
つ
て

お
堂
が
あ
り
、
現
在
も
卵
塔
（
僧
侶
・
尼
僧
の
墓
）

や
古
い
供
養
塔
が
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
廃
堂
か

ら
お
移
し
し
た
観
音
さ
ま
や
弘
法
大
師
像
を
お

護
り
す
る
公
会
堂
が
あ
り
ま
す
。　

◎
か
つ
て
は
椚
木
・
萱
刈
場
と
集
落
が
連
な
っ
て
い

ま
し
た
が
、
い
ま
は
地
名

に
か
つ
て
の
集
落
の
痕
跡

を
残
し
て
い
ま
す
。

ここがすごいぞ
　大岡

よりみ
ちメモ

仏風の矢野里留さんは、修験僧に名づけられたといい、
その名のとおり里のことは何でも知っている老翁。現在
ではあまり使わなくなった「ネコ」や、盆棚の「ゴザ」
を編む技術を伝えている。特に盆だなのゴザは善光寺
平や西山地区ではすでにどの家庭も市販の花ゴザに

なっているところを、左右のヒゲを長く残すなど、盆棚の意味あいのルーツを感じさせる
習俗を残すもので貴重。全国では伊那地方や成田周辺で現在も手編みされている。

残
っ
て
い
た

貴
重
な
習
俗

お
な
ぞ
う
り　
　
　

ぶ
っ
か
ぜ　
　

　

女
蔵
里
集
落
を
訪
ね
て

  

水
田
地
帯
の
上
手

四
季
が
彩
る
静
か
な
谷
。

◎
女
蔵
里
は
樋
ノ
口
沢
の
水
が
豊
か
に
流
れ
、
広

い
田
が
続
く
沢
の
上
手
に
あ
る
集
落
。
仏
風
と
も

似
た
な
だ
ら
か
な
谷
あ
い
に
住
宅
が
点
在
し
て
い

ま
す
。
現
在
居
住
は
５
軒
で
す
。

女
蔵
里
は
、
一
倉
田
和

　
　

負
け
て
栗
尾
・
高
市
場
、

　
　
　

安
賀
・
川
口
、
銭
は
梨
木

寺
子
屋
の
教
材
「
村
名
附
」
か
ら
派
生
し
た
歌
だ
ろ
う
か
、

女
蔵
里
に
住
む
子
供
の
記
録
に
よ
る
と
、
寺
子
屋
か
ら
書
き

与
え
ら
れ
た
近
村
の
村
名
附
が
し
だ
い
に
遠
く
へ
続
け
、
松
代

付
近
の
村
名
に
お
よ
ん
でい
る
。
こ
れ
を
手
本
に
字
を
習
っ
た
。

家
の
裏
山
に

石
仏
の
群
れ

道
祖
神
な
ど
が
集
ま
っ
た一
角
。

地区でお護りする聖観音像と弘法大師像。
谷
間
に
広
が
る

女
蔵
里
の
田
園
。

ほ
場
整
備
さ
れ
て
い
る
。

女蔵里を上手に樋ノ口沢を渡る。

お
ん
な
ぞ
う
り

い
ち
く
ら
だ
わ

た
か
い
ち
ば

ま　
　
　
　

 

く
り
ょ
お

お
ん
な
ぞ
う
り

ぜ
に　
　

な
し
ぎ

や
す
か　
　
　

か
わ
ぐ
ち

《
当
日
資
料　

文
責
：
青
木
和
恵
／
ア
ン
カ
ー
：
宮
坂
勝
彦
》
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